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中期経営方針の策定に関するお知らせ 

 

 

2013 年 10 月に当社が設立され 3期間（約 2年半）が経過し、グループ経営戦略の次の一手

を打つ準備が整ってまいりました。 

つきましては、足許の経営環境も踏まえ、より盤石な事業基盤を構築するべく今期（2017

年 3 月期）を初年度とした 5 年間を対象に「中期経営方針」を下記の通り策定しましたので、

お知らせ致します。 

 

―記― 

 

１．はじめに 

・当社は、株式会社アイメタルテクノロジー、テーデーエフ株式会社、自動車部品工業株式

会社の3社がそれぞれの持つ経営資源及び技術力を集中し相互補完することで3社の強み

を統合し、迅速な海外展開や現地での一貫生産によるコスト競争力向上を通じて顧客ニー

ズに応え、継続的な事業の発展を実現することを目的として、2013 年 10 月、3 社経営統

合による共同持ち株会社として設立されました。 

 まず、設立後の 3期間（約 2年半）における主要な活動を振り返ります。 

  

【主要な活動】 

1) 当社機能/組織の整備 

 －管理/企画系戦略本部を設置しグループ一体経営の基礎を構築 

2) グループ・キャッシュ・マネジメントの統合 

 －資金調達、資金運用、資金管理の一元化により資金効率が向上 

3) 国内事業における QCD（Quality、Cost、Delivery）競争力強化 

 －最新鋭 12800 トン鍛造プレス機の導入 

 －産業用エンジン組立ラインの刷新(4 本ラインを 1本化) 

  －高効率鋳造電気炉の全社横展開 
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4) 高効率生産ラインのアセアン展開 

－インドネシア事業 

－ビジネス拡大に向けた新規鋳造ラインの生産立上げ 

－素材（鍛造）加工一貫生産開始 

  －プロペラシャフトの現地生産化 

－タイ事業 

  －プロペラシャフトとエンジン部品の棲み分け/工場新設による 2拠点化 

 

２．基本的な経営方針 

・当社グループは、経営理念を念頭に行動指針に則り、持続的成長シナリオに基づき、長期 

 経営ビジョンの達成を目指してまいります。 

 

    ◆私たちＩＪＴＴグループは「ものづくり」の技術を極め、お客様の事業発展に 

貢献していきます。 

‐グループのチームワークをベースに、環境に調和した先進技術に挑戦し、信頼 

 される「ものづくり」のパートナーとしてお客様に貢献していきます。 

      ‐グローバルに広がる事業環境において、持続的成長を実現し、企業価値を高め 

       ていくことで、国際社会に貢献していきます。 

     ◆「鍛えて 固めて 磨いて形に」グループの固い結束と柔らかい発想で、世界に 

       誇れる技術と品質を磨き上げ、新しい価値をお客様に提供します。 

     ◆私たちはＩＪＴＴグループの一員として 

        一．自ら考え、自ら発信し、自ら行動します。 

        一．仲間と切磋琢磨し、挑戦を通じてお互いに成長します。 

        一．常にお客様の目線で発想します。  

      一．環境を意識し、限りある資源を大切にします。 

 

【持続的成長シナリオ】 
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●安全・環境へのたゆまぬ改善 

 

●人材から人財へのステップアップ 



 

 

【長期経営ビジョン】 

 ◆ＩＪＴＴグループは、「製造現場力、生産技術力、商品開発力」の 3つのものづ 

くり力とそれを支える「スタッフ力」に磨きをかけ続け、ＩＪＴＴグループなら 

ではの付加価値をお客様にご提供致します。 

 

 

 

 

 

３．当社グループを取り巻く経営環境(当社調査による) 

【国内市場】 

 ・当面は堅調に推移するものと捉えておりますが、次期東京オリンピック以降は段階的 

  に商用車の需要は減少傾向になるものと想定しております。 

   

【海外市場】 

   ・アセアン経済の停滞と中国経済の成長鈍化の影響で、当面は現状横這いが継続するも

のと想定しておりますが、中長期的には依然、成長市場の位置づけに変わりはないと

捉えております。 

   

【商用車メーカーの動向】 

   ・市場環境を踏まえて、新たな新興国市場を開拓し業績拡大を目指しているものと捉 

えております。 

－新興国専用車の開発で新興国企業との価格競争に対抗 

－低コスト生産国の輸出拠点化 

   ・先進的な環境規制対応や自動運転等、最先端安全技術での競争がますます激化する 

    ものと想定しております。 

   

【建設機械の需要動向】 

   ・世界需要は新興国を中心に調整期に入り、需要回復には数年かかるものと捉えており 

    ます。 
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■連結売上高 2 千億円、営業利益率 7% 
ステークホルダー 

のご期待にお応えする 



 

 

４．中期的な経営課題と施策の推進 

 ・当社グループの QCD（Quality、Cost、Delivery）競争力強化及び経営統合効果の最大化に 

向けて、3つの経営課題に対して 5つの経営施策を推進し、より盤石な事業基盤を築いて 

いきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

５．定量目標 

 

 

 

 

 

   

６．配当に関する考え方 

・当社は、株主の皆様への安定した配当を継続的に行うことを重要な経営課題の一つ 

として考えており、株主にとっての投資価値、当社の財務体質に及ぼす影響、利益 

の状況、配当性向、今後の事業展開に備えるための内部留保の充実などを総合的に 

判断して適正な利益配分を行うことを基本としております。 

 

以上 
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３つの経営課題 

ものづくりコスト構造改革 

  グループシナジー追及による 

経営の効率化 

事業拡大に向けた拡販戦略 

５つの経営施策 

  生産ラインの刷新と仕組み改善によ

る製造コストの大幅削減 

  グループ機能分担見直し/強化による

経営体制の再構築 

グループ生産体制を再編成し 

最適化を図る 

  技能/技術力に磨きをかけ拡販コア 

商品を重点市場に拡販 

  将来の事業の柱となる新たな商品 

開発と事業の開拓 

２０１６年３月期 

売上高 １，３４１ １，６００ 

営業利益    ３２    ６５ 

営業利益率    ２．４％    ４．０％ 

２０２１年３月期 （単位：億円） 

1)

2)

3)

4)

5)

1. 

2. 

3. 


